


























































                                                          
（1）稲継　尚「イギリス高等教育の構造化－職業システムと教育システムの収斂化と成層化－」（『芦屋大
学論叢』第21号 1992年 所収）参照｡
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（4）ところで、P・スコットは、この散漫なカテゴリーがどれほど長く生き延びることができるかは疑わしいとも指摘して
いる｡ Peter Scott,“The death of mass higher education and the birth of lifelong learning”，in John Mal
Leicester，Life-long Learning，Routledge Falmer，2000，pp.29-43.
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（21）トロウによれば、高度にアカデミックな基準の高等教育システムが生き残れる一つの方法は、それとならんで、
これらの民主化やさまざまな要求や機能を受け入れる低い基準とコストで運営される諸制度から構成される真の大





































                                                          
（22）喜多村和之　『高等教育の比較的考察－大学制度と中等後教育のシステム化－』　玉川大学出版部 1986年
12月 57頁 186-204。
（23）Peter Scott，The Meanings of Mass Higher Education，p.23.

































とＮＡＢ（National Advisory Body for Public Sector Higher Education）はＵＦＣ（Uni-
versity Funding Council）とＰＣＦＣ（Polytechnics and Colleges Funding Council）に
引き継がれ、次いでＨＥＦＣＥ（Higher Education Funding Council for England）に取
って代わられたのである。最近の計画ではＦＥＦＣを、公的および私的な職業訓練を組織化す

































                                                          
（25）Ibid.，p.32.
（26）Peter Scott，“Triumph and Retreat”，in David Warner and Palfreman（eds.），The State of UK






























                                                          
（27）Peter Scott,“The death of mass higher education and the birth of lifelong learning”pp.33-34．
（28）Ibid.，pp.34-36. 著名な四つの例とし次のものが見られる。１．Unipart U。1993年に設立され 200
のコースを提供している。すべてが仕事、IT、サプライ・マネジメント、顧客サービスといった領域に集
中している。２．British Aerospace Virtual U。Unipart U.と多くのものを共有しているが、大きな違い
が見られる。第一に、先進的なテクノロジーにコミットしている。第二に、その授業の多くは既存の大学
と協力してなされている。第三に、目標は学術的な関心と企業の固有の要求とのバランスを維持すること、

























































ークLearning to Succeed：A New Framework』（ＤＦＥＥ,1999）である。このペーパ―は
前のグリーン・ペーパーを越えている。それは保守党政権の時代に組み込まれた競争装置、と
りわけ、継続教育の資金供給カウンシル（ＦＥＦＣ）やTraining and Enterprise Councils
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